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(eds.) Indo-Pacijc Ll'nguistic Studies.
PartI,HistoricalLinguistics(ⅩⅤ十514p.);












第 5巻 第 1号
25編,PartlI には descriptive,typological,
sociologicalなもの24編が収められている｡
言語系統別 にみていくと, ムンダ語 については



































nesian), Egerod (Atayal), Gedney (Yay),
Haudricourt(Oceanic),Henderson2編 (Kha-
si;SEA laguages),HlaPe(Burmese),Holmer





































的に取 り上げて解説しているだ.守の本であ る ｡ 内容
の迫力も,かつての力作 ｢10人の総理大臣｣T二･t'まろ
紹 JL､
.'二伎ば互いCそして,や はり,サ リットル 冊 1高
まだ遠転していろし;)で,申町珠が-半減するO
本書は,それでもいくつかJ)メリットをも-,Tい



































第1弾であ :う｡署苫しっGuyHunterは イギ リス
で.'i,アフリカ問題の椎戒として知られているが,
215-
